
病院・
クリニック 自宅 福祉施設

地域と医療を結び

子どもの生活と育ちを支える

スペシャリストを目指す

小児プライマリケア認定看護師教育課程

5期生募集！

教育施設

特定行為研修を組み込んだ認定看護師教育B課程

研修期間：2025年4月～2026年3月（1年間）

募集期間 ： 2024年 9月 9日（月）～2024年 9月27日（金） 必着

試験日 ： 2024年10月26日（土）

小児プライマリケア
を学べる唯一の
教育課程です！

説明会

※個別のご相談にも応じております。ご質問等は
裏面連絡先（TEL・メール）もしくはお問い合わせ

フォームよりご連絡ください。

①2024年 7月21日 （日） 13:00～15:00

②2024年 8月 9日 （金） 13:00～15:00

会場：済生会横浜市東部病院多目的ホール他

<申込方法> 当課程ホームページ「お申し込みフォーム」
よりお申し込みください

＜申込期限＞各説明会日程の1週間前

来場とオンライン
ハイブリッド開催

1年間の履修時間数 788時間（E-learning含む）

4月 ５月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入講式 前期試験 後期試験 実習前試験
ケース

レポート発表
修了試験
修了式

講義
演習
実習

対面講義

E-learning

実習約5週間

・認定看護課程4週間、

1年間のスケジュール（仮）

2024年9月5日(木)18：00～19：30（個別相談あり！）
お申し込みはホームページから

オンライン
説明会



研修期間 2025 年 4 月～ 2026 年 3 月（1 年間）

募集人員 11名 *特定行為研修修了者もしくは特定行為実習を自施設で実施する方も対象です

出願資格

出願資格は以下の要件をすべて満たしていることを条件とします
１) 日本国の看護師免許を有すること
2) 上記免許取得後、通算5年以上実務研修(うち通算3年以上は小児プライマリケア分野の実務研修)をしていること

※1) 通算年数は、2025年3月末時点とする
※2) 実務研修とは看護師としての看護実践経験を意味し、フルタイム勤務でない場合には 1,800 時間 以上の

勤務を もって 1 年相当とみなす
3) 下記の『小児プライマリケア看護分野の実務研修内容の基準』を満たすこと

(1) 通算 3 年以上、小児看護分野または救急看護分野での看護実績を有すること
(2) 小児患者・家族の看護を 5 例以上担当した実績を有すること
(3) 人工呼吸器及び気管カニューレを装着している小児の看護を経験していることか望゙ましい
(4) 現在、小児の看護に携わっていることが望ましい

入試日程 2024年10月26日（土）

選考方法 筆記試験・小論文・面接

募集期間 2024年9月9日（月）〜2024年9月27日（金）必着

※  募集要項はホームページで公開しています

募集概要

お問い合わせ先
済生会横浜市東部病院 小児プライマリケア認定看護師教育課程室
TEL 045-576-3000（平日 9:00～17:00受付）
E-Mail：pedi-nintei@tobu.saiseikai.or.jp お問い合わせフォーム ▶

修了生からのメッセージ
日々新しいことを学ぶことが新鮮で、あっという間の充実した１年間でし

た。看護学生の頃より勉強量は多いですが、臨床を経験しているので講義
内容をイメージすることができ、楽しみながら勉強しました。同じ目標に向
かい進んでいる同期は皆モチベーションが高く、同期の経験談や学ぶ姿勢
に刺激をたくさん受けました。これから4期生、5期生と仲間が増えていく
ことでできる活動も広がっていくことを楽しみにしています。
是非、小児プライマリケア領域の看護を広げる仲間になりましょう！

済生会横浜市東部病院で学ぶメリット

１．多分野のスペシャリストが在籍し、講義・演習・実習をサポート
➢ 小児領域の認定看護師・専門看護師 9名
➢ Child Life Specialist ２名
➢ 他分野の認定看護師・専門看護師 31名
➢ 診療看護師 7名（うち１名は小児診療看護師）

２．実績のある特定行為研修
✓ 2017年から特定行為研修室を開講

「認定看護師教育」と「特定行為研修」の両方を受講可能
✓ 領域特定看護師多数在籍（特定認定看護師10名）

３．充実した実習施設
 病棟と外来が一体化したこどもセンター
 重症心身障害児者施設サルビア
 横浜市近郊の医療機関や重症心身障害児施設
 横浜市近郊の訪問看護ステーションや障害児福祉施設
 院内スキルトレーニング室・図書室利用可能

小児プライマリケア認定看護師教育課程のVision
子どもの生命を守り、豊かな育ちを支えるために多職種をつなぐ架け橋になる人材を育成します


